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境港の役割・港湾計画改訂の方針境港の役割・港湾計画改訂の方針
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【計画改訂の方針】

①物流機能の再編強化

(1)原木取扱機能の強化

(2)静脈物流拠点の形成

(3)公共ふ頭の機能再編・利用転換

②魅力ある交流空間の形成

③良好な港湾環境の形成

【境港の役割】

①山陰地域における国際物流拠点
・山陰地域の海上物流の中核を担う国際物流拠点
・製紙、製材業を中心とした地域産業を支える港湾

②本州と隠岐とを結ぶ物流・人流拠点
・境港と隠岐を結ぶフェリー、高速船の発着基地

③地域の観光交流拠点・市民の憩いの場
・周辺の観光資源と連携した交流拠点
・海と親しむ潤いのある空間

原木取扱機能の強化

良好な港湾環境の形成

静脈物流拠点の形成

公共ふ頭の機能再編・利用転換
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魅力ある交流空間の形成

位置図
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①物流機能の再編強化①物流機能の再編強化
～～(1)(1)原木取扱機能の強化～原木取扱機能の強化～

◆課題・背景
・背後企業の原木輸入需要の増大
・原木調達先の多様化による原木船の大型化
・既存公共ふ頭の野積み場不足

３

◇対応
・大型原木船の入港に対応した外貿ふ頭の整備
・背後に広いふ頭用地を確保

輸入原木のシフト

狭隘な野積み場

【今回計画】
岸壁(-12) 1B 240m

【工事中】
ふ頭用地

【今回計画】
臨港道路 中野ふ頭線

【今回計画】
ふ頭用地

広い背後ヤード

位置図

外港中野地区

今回計画図



①物流機能の再編強化①物流機能の再編強化
～～(2)(2)静脈物流拠点の形成～静脈物流拠点の形成～

◆課題・背景
・自動車リサイクルの進展を背景とした企業の
進出・利用意向
・背後企業のＲＰＦ発電燃料の取扱い

４

◇対応

他貨物との分離が必要な金属くずや廃タイヤ等の
取扱いに対応した公共ふ頭の整備

取扱貨物
・金属・金属くずくず
・中古自動車・中古自動車
・廃タイヤ・廃タイヤ
・廃プラスチック・廃プラスチック
・古紙・古紙

【既設】
竹内４号岸壁(-7.5) 1B 130m

【今回計画】
岸壁(-9) 1B 160m

位置図

外港竹内地区

今回計画図



改正油濁損害賠償保障法施行による北朝鮮船の入港動向（境港）
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

北朝鮮 20 26 39 27 25 27 18 25 35 23 17 25
中国
北朝鮮 21 25 5 5 7
中国 2 5 9
合計 21 25 7 10 16
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①物流機能の再編強化①物流機能の再編強化
～～(3)(3)公共ふ頭の機能再編・利用転換～公共ふ頭の機能再編・利用転換～

◆課題・背景
・一部既存施設が低利用・遊休化
・将来貨物量の見直し
・小型外国船等の休憩による貨物船の荷役障害
・航走波や港内発生波に対する静穏度確保

６

◇対応
・低利用施設の廃止・利用転換
・既定計画の削除
・小型外国船の物資補給用係留施設の整備
・航走波・港内発生波に対応した防波堤の整備

＜計画削除＞
将来貨物量の見直しに伴い計画削除
岸壁(-14) 1B 280m

＜利用転換＞
利用予定者が進出せず遊休化
ドルフィン(-7.5) 1B ⇒ 魚釣りさん橋

＜新規＞
小型外国船の物資補給用係留施設
物揚場(-4) 380m

＜新規＞
防波堤 70m

外港昭和南地区

外港中野地区

外港昭和北地区

＜計画削除＞
海浜計画に伴い計画削除
土砂処分用地 30ha

外港沖地区

【今回計画】



②魅力ある交流空間の形成②魅力ある交流空間の形成
◆課題・背景
・環日本海地域を中心としたクルーズ需要増大
・人々が気軽に親しめる親水空間形成の要請
・浚渫土砂の受入への対応
・マリーナ利用需要の低迷

７

◇対応
・交流拠点機能強化とクルーズ需要に対応した
旅客船ふ頭の整備
・浚渫土砂等を活用した人工海浜の整備
・マリーナ拡張計画の縮小

ふ頭用地

夢みなとタワー

×

【今回計画】
旅客船バース
岸壁(-9) 1B 260m

【既設】
緑地

【今回計画】
魚釣りさん橋移設

境港公共マリーナ
(収容能力405隻)

【今回計画】
小型さん橋１基
(水面係留17隻分)

【今回計画】
海浜 500m

位置図

外港竹内南地区
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③良好な港湾環境の形成③良好な港湾環境の形成
◆課題・背景
・中海周辺における生態系保護の社会的要請
⇒ガンカモ類国内最大級の渡来地
⇒絶滅を危惧されている鳥類が多数渡来。
⇒一部港湾区域が国指定鳥獣保護区特別保護

地区指定

８

◇対応
・自然的環境を保全する区域を設定し良好な港
湾環境を保全し、生態系との共生に配慮した
港湾利用を図る。

中中 海海

境港港湾区域

下宇部尾地区
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自然的環境を保全する区域

写真 下宇部尾地区の状況

中海には、約200種以上の鳥類が生息
・国内最大級のガンカモ類の渡来地
・コハクチョウの日本の集団渡来地の南限

境
港
港
湾
区
域
（
予

定
）

江島大橋


